
お問い
合わせ

改善人材育成研修〔実践編〕
IE手法の基本習得と改善実践

～ 現場で実践できる人財を育成！ ～

製造現場の改善推進担当者、改善推進リーダー候補、現場作業者 のための

改善の基本であるIE（インダストリアル・エンジニアリング：ムダ取りのための手法・着眼点）

には、多くの手法があります。そのため、「改善にはどのIE手法を使えばいいかわからな

い」「改善ができるようになるには、何を学べばいいかわからない」といったことがありま

す。そこで本研修では、代表的な７つのIE手法の基本を習得し、模擬生産ラインでの作業

改善の実践を通じて、改善で必要となる｢問題発見・分析能力｣｢改善策立案能力｣｢評価・

検証能力｣の向上を目指します。

公益財団法人 関西生産性本部 関西IE協会 （担当 金谷(かなや)・有本・西村）
〒530-6691 大阪市北区中之島6-2-27 中之島センタービル28階
〈TEL〉06-6444-6464 〈FAX〉06-6444-6450
【ＨＰからお申込みもできます。】＝＞ https://www.kpcnet.or.jp/kiie/

〔ＩＥ手法の理解〕 〈２日間〉

①2025年１１月１３日(木) 10:00～17:00
②2025年１２月１２日(金) 10:00～17:00

❖概 要
７つのIE手法を使い｢製造プロセス改善｣と｢稼働率

向上｣を行い、収益改善とリードタイム短縮を目指します。

❖内 容
《テーマ１》製造プロセスの改善

①工程分析、②運搬分析、③ライン・バランス分析
《テーマ２》稼働率の向上

④稼働分析、⑤時間研究、
⑥連合作業分析、⑦動作分析

〔模擬生産ライン演習〕 〈連続２日〉

③2026年２月１７日(火) 10:00～17:00
④2026年２月１８日(水) 10:00～17:00

❖概 要
模擬生産ラインを活用した作業改善、治工具改善、

動作改善等を通じて、実践力の修得を目指します。

❖内 容
・改善活動の必要性と進め方
・治工具改善・動作改善
・収支シミュレーション評価
・演習内容の検証、改善の課題抽出
・改善成果発表

2025 年 １１ 月 １３ 日 (木) 10:00 ～ 17:00

2025 年 １２ 月 １２ 日 (金) 10:00 ～ 17:00

202６ 年 ２ 月 １７ 日 (火) 10:00 ～ 17:00

202６ 年 ２ 月 １８ 日 (水) 10:00 ～ 17:00

日 時 ４日間

｢模擬生産ライン｣演習

参加費
（１名につき）

関西ならびに他地区IE協会会員
生産性本部賛助会員
一般（会員外）

９９，０００円
１１５，５００円
１３２，０００円

【注】 消費税、演習費、テキスト代を含みます。 昼食は各自でお取りください。

共催(予定)：大阪工業大学 ものづくりマネジメントセンター(CMM)



２０２５年１１月１３日(木) １０：００～１７：００

オリエンテーション

ＩＥ手法とは

【テーマ１】製造プロセスの改善

【手法１】工程分析

【手法２】運搬分析

【手法３】ライン・バランス分析

【演習①】手法１～３総合演習

（工程分析、運搬活性指数、LB率各体験）

まとめと質疑応答

２０２５年１２月１２日(金) １０：００～１７：００

前回の振り返り

【テーマ２】稼働率の向上

【手法４】稼働分析

【手法５】時間研究

【手法６】連合作業分析

【手法７】動作分析

【演習②】手法４～７総合演習

（WS、TS、連合表、動作改善各体験）

まとめと質疑応答

講 師

田 村 Ｉ Ｅ 技 術 事 務 所 ( 技 術 士 ) 田村 豊 氏

（元・新日鐵住金㈱ 交通産機品事業部 製鋼所 ＩＥ室長）

1972年住友金属工業㈱（現・日本製鉄㈱）に入社、製鋼所に勤務。’77年鉄鋼短期大学（現・産業
技術短期大学）卒業後、同年４月より、製鋼所 システム部IE課に配属。2002年に生産管理部IE室
長に就任。2013年9月末日定年後、IE室シニア・スタッフとして活躍。’18年9月末日に退職、現在
に至る。技術士(経営工学部門)。【公職】(公社)日本経営工学会 関西支部運営委員、（一社）高知県
工業会 生産性向上推進アドバイザー、東大阪商工会議所「生産性向上支援事業」・専門家など。

改善人材育成研修〔実践編〕

〔IE手法の理解〕 ～ 座学と演習で基礎固め ～
多くのＩＥ手法の中から、改善で良く使用される７つの手法を用い、｢製造プロセス改善｣と｢稼働率向上｣の演習を通じて、
改善の原理・原則と分析方法を学んでいただきます。

講師による改善案の検証演習風景多彩なワークシート



２０２６年 ２月１７日(火) １０：００～１７：００

１．改善活動の必要性と進め方 〔座学〕
(1)現状分析 ～現場の捉え方～

（IEとは、ムダの概念）
(2)作業改善 ～作業改善の進め方（ECRSの原則）～

２. 演習準備
(1)役割分担の決定 (2)作業習得の実施

３．【組立改善演習（生産１）】～現状の測定、作業改善～
(1)「生産１」の実施
(2)演習内容の確認（「収支シミュレーション」評価を含む）、改善の課題抽出

４．治工具改善・動作改善 〔座学〕
(1)治工具改善（治工具改善の必要性とその取組方法）
(2)動作改善（動作経済の原則、５Ｓ）

５．【組立改善演習（生産２）】～治工具改善、動作改善(1）～
(1)「生産２」の実施
(2)演習内容の確認（「収支シミュレーション」評価を含む）、改善の課題抽出

２０２６年 ２月１８日(水) １０：００～１７：００

６．【組立改善演習（生産３）】～治工具改善、動作改善(2)～
(1)「生産３」の実施
(2)演習内容の確認（「収支シミュレーション」評価を含む）、改善の課題抽出

７．【作業改善演習(最終生産)】～研修のまとめと振り返り～
(1)最終生産の実施
(2)演習内容の検証（「収支シミュレーション」評価を含む）、改善の課題抽出

８．まとめ

(1)改善成果発表、(2)質疑応答

〔模擬生産ライン演習〕 ～ 実機での実践トレーニング ～

改善人材育成研修〔実践編〕

講 師

大阪工業大学 情報科学部 データサイエンス学科教授 皆川 健多郎 氏

1998年大阪工業大学大学院博士後期課程単位修得、同大学工学部経営工学科助手・講師、准教授を
経て現職。専攻は、経済性工学、IE。博士（工学）。大阪工業大学ものづくりマネジメントセンター長。
【公職】(公社)日本経営工学会 監事、（一社）日本設備管理学会 副会長、(公財)関西生産性本部 理事、
関西ＩＥ協会 幹事・運営委員、ＩＥレビュー誌 編集委員等多数を務める。

作業改善、治工具改善、動作改善の座学と模擬生産ラインを活用した掃除機ノズル(実機)の「セル生産による作業改善
演習」を通じて、“作業改善”の実践力を修得を目指します。

組立教材（掃除機の床ノズル）

作業改善演習（セル生産） 講師による改善作業のビデオ検証



①「参加申込書」に必要事項をご記入の上、Ｆａｘにてお送り下さい。

②「参加証」「会場略図」「ＩＥ事前アンケート」と「請求書」は、開催日の約３週間前から、派遣者にお送り致します。

※請求先が異なる場合は、備考欄に請求先を記載下さい。

※「参加証」は当日、受付にお渡しください。参加費は「請求書」に記載の期日までに指定銀行へお振り込み願います。

③2025年１１月６日(木)以降のお取り消しの場合、参加費の全額を頂戴致します(代理の方をご派遣下さい)。

④当日の録音・写真撮影はご遠慮下さい。

個人情報の取扱いについて
①参加申込によりご提供いただいた個人情報は、当本部の個人情報保護方針に基づき、安全に管理し、保護の徹底に努めます。②個人情報は、本事業実施に関わる資料
作成、ならびに当本部が主催･実施する各事業におけるサービス提供や事業のご案内および顧客分析･市場調査のために利用させていただきます。③本事業実施に関し
て必要な範囲で参加者名簿等の資料を作成し、当日講師、参加者等の関係者に限り配付させていただきます（法令に基づく場合などを除き、個人情報を第三者に開示、
提供することはありません）。④個人情報の開示、訂正、削除については、個人情報保護担当窓口（℡06-6444-6461）までお問合せください。⑤記載事項の無断転載
をお断りします。

FAX： ０６－６４４４－６４５０ （公財）関西生産性本部 西村 行

2025年度「改善人材育成研修〈実践編〉」参加申込書

年 月 日申 込 日

関西・日本・中部・九州ＩＥ協会
会 員 区 分

（ご加入の場合、

○ 印 をお付 け く

ださい）

（ ）

(ふりがな)

組織名
（ ）生産性本部

一 般

氏 名（ふりがな）事業所名、所属・役職名

派
遣
者

E-mail：
【所在地】(〒 － )

TEL：( ) －
FAX：( ) －

氏 名（ふりがな）事業所名、所属・役職名

参
加
者 E-mail：【所在地】 ※「派遣責任者」と異なる場合のみ、ご記入ください。

（〒 － ）
TEL：( ) －
FAX：( ) －

備考欄

(2025.05.29)

お申込方法

会 場

〔ＩＥ手法の理解〕 11月13日(木)・12月12日(金)

(公財)関西生産性本部 会議室 ［大阪市北区］
《アクセス》 https://www.kpcnet.or.jp/access/

◆大阪・梅田方面より
JR大阪駅前より大阪シティバス「船津橋行（５３番系統）」乗車、終点「船津橋」下車スグ。「天保山行（８８番系統）」乗車、
「土佐堀３丁目」下車、北へ徒歩約３分。（大阪駅前から約２０分）

〔模擬生産ライン演習〕 2026年2月17日(火)～2月18日(水)

大阪工業大学 大宮キャンパス ものづくりマネジメントセンター(CMM) [大阪市旭区]
《アクセス》https://www.oit.ac.jp/oit/access/

◆大阪・梅田方面より
JR大阪駅前より大阪シティバス「守口車庫前行(34番系統)｣乗車、｢中宮｣下車。


